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５０周年 航空写真 

学校長  赤堀 貴  

今年度、創立５０周年記念の一つとして、航空写真を撮ります。６月に予定した日が雨天で

したので７月３日に変更しました。空から中田の地域を見ると、この半世紀で大きく変わった

のは、やはり、地下鉄開通と長後街道の改善整備が影響しているのではないでしょうか。（地

下鉄は航空写真では分かりませんが）【右写真 40 周年撮影時】 

私は３歳から小２の途中まで、汲沢西団地の南側に 

あった父の会社の社宅に住んでいたので、中田地域は 

少し離れた遊び場でした。立場には神奈中バスの大き 

な車庫があったり、釣り堀があったりしたことを思い 

出します。長後街道より北側は子どもの足ではもう未 

開の地でした。汲沢中学校があるところは森で、よく 

カブトムシが採れる木がありました。深谷通信隊では 

年に１度イベントがあり、中に入ることができました。アメリカの兵隊さんたちが陽気に迎え

てくれ、アメリカンな食べ物や飲み物に興味を惹かれました。中学生の皆さんは、かろうじて

高い鉄塔が立っていたのを覚えていることでしょう。通信隊の鉄塔と富士山を眺めて育ちまし

たが、皆さんがそれを知っている最後の世代になりますね。 

今年撮影する航空写真も、１０年後、２０年後に見比べられることでしょう。１００周年の

頃は、街がどう変わっているのでしょう。きっと東京ドーム１６.５個分もの面積のある深谷通

信隊跡地に近代的な運動競技場などが完成し、多くの人々の笑顔が溢れていることでしょう。 

 にじ色の魚  

昨年８月にホールで中学生の合唱の生演奏を聴く機会がありました。聴いたことの 

ない曲が始まると、つい涙が溢れていました。アカペラの歌で、10 名に満たない少ない人数の

合唱でしたが、素晴らしいハーモニーでした。歌の完成度にも感動したのですが、涙が溢れた

のは、詞が心に響き、頭の中に情景や過去の記憶や想いが鮮明に浮かんだからだと思います。

詞に出てくることばには、次のようなものがあります。 

「夏」 「母の里」 「田舎」 「麦わら帽子」 「ひぐらし」 「森」 「川」 「魚」 「思い出」 

年をとったせいか、これらのことばは心を打つには十分すぎるものでした。この日以来、私の

心の中に何度も何度もこの曲が流れます。是非一度、この合唱曲「にじ色の魚」を聞いてみて

ください。作詞は、村野四郎さんという方です。 

早いもので、夏休みまでひと月を切りました。中田中では七夕飾りをするのが恒例になって 

います。各学年フロアで、しばらく目を楽しませてくれることでしょう。 

短冊にはどんな願い事が書かれるのでしょうか。夢や希望は、心の中に秘

めておくのもいいですが、家族や友達に伝えてしまうのもいいものです。

宣言することによって自分の本気度が上がったり、そっと誰かがそれを応

援してくれたりするかもしれません。夏に向かってもうひと月、みんなで

頑張っていきましょう。 
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 ５０周年記念事業の取組のひとつとして航空写真撮影が行われます。 

デザインはこのようになりました。文字の部分を生徒が作り、撮影をしま

す。５０周年キャラクターも入ります。素敵な写真になるといいですね。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 日より教育実習がスタートしました。今年度は 3 名が実習を行います。

初めてのことばかりで戸惑う事、上手くいかない事がたくさんあるかと思いま

す。3名の先生が、良い経験を積めるよう学校全体でサポートしていきたいと

考えておりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

          山田 綾音（社会科 2 年 3 組） 

          椎名 萌 （音楽科 1 年 1 組） 

          大久保 駿（英語科 2 年 4 組） 

 

 

本校では、生徒完全下校時間後、１時間を目安に留守番電話を設定し、解除は翌朝の 8：00にすることになって

おります。欠席連絡などは、8：00 からご連絡をお願いいたします。ご理解とご協力をお願いいたします。 

4 階にいる人形も中田ジャージを着て 50

周年をお祝いしています。このミニジャー

ジを作ったのは、家庭科の根岸先生です。

ありがとうございます。 

  

 

 

3 年生は、ICT 機器を活用して 

まとめています。 

2 年生は、ポートフォリオや ICT

機器を活用してまとめています。 

1 年生は新聞作り。レイアウト

や色にもこだわっています。 

7 組は、集中しての個人作業。 

がんばっています。 

 行事を通して考えたこと、感じたことを丁寧にまとめて、様々な

知識や情報、自らの経験などと有機的につなげていきます。そして、

そのつながりを次につなげます。このつなげるという作業が成長に

つながります。出来上がりを楽しみにしています。 

 


